


会　長　白府義雄
副会長　鎌田　孝、小松谷悟
理　事　斉藤　謙、小山安正、越後幸夫、石川幸夫、
　　　　池田　功、十亀盛隆、森　晃一、堀　豊、
　　　　大西　実、村本　豊
監　事　寺林　正、花井忠昭

　4月16日（木）午後１時から町公民館において、苫前町
農業協同組合（松原幸博組合長）の第61回通常総会が開
催された。
　総会には、委任状を含め324人が出席し、あいさつの中
で松原組合長は「20年度は天候に恵まれ豊穣の秋を分か
ち合うことができた。販売額は25億7,333万円で水稲、蔬
菜、酪農畜産物すべての部門で計画を上回った。しかし、
農業を取り巻く情勢は依然厳しく、基本理念のもと、的確
な情報収集に努め、組合員の所得増のため頑張っていき
たい」と述べた。
　来賓の森町長、工藤道議らが祝辞を寄せたあと、議案
を審議、原案通り可決した。平成21年度の事業計画では、
豆類乾燥調製施設の建設を予定し、安心・安全・良質な農
産物の販売体制、基幹野菜品目の計画出荷と販売強化、
農畜産物の全量集荷の強化をかかげ、販売額26億3百万
円を目標とし、組合員の支援と協力を求めた。

乗用車を寄贈 名誉町民の遺志継ぎ町へ

　このほど逝去された、苫前町名誉町民で元町議会議
長、瀬川正一さんの長女岸田留美子さんと夫の宗敏さん
が４月７日町長室を訪れ、町にワンボックスタイプの乗
用車（２５０万円相当）１台を寄贈した。
　苫前町の進展を願っていた故人の遺志を引き継いだも
ので、キーを受け取った森町長は「名誉町民であった瀬
川元議長には、大変お世話になりました。その上このよ
うな寄贈をいただきますことに、重ねてお礼申し上げま
す」と感謝の意を述べた。
　寄贈された車は、老朽化が進み入れ替えを予定してい
た交通安全指導車として活用する予定となっている。

ふるさと寄付金第１号

　４月２日(木)に前田久義さん（字栄浜）が町長を訪
れ、妻の幸子さん分と合わせ支給された２人分の定額
給付金を町に寄付した。　　　　　
　前田さん夫妻は、札幌に住む家族が頻繁に福祉施設
を利用しており、介護・福祉施設や制度充実の必要性
を痛感していたことから、定額給付金が話題になった
時から寄付を考えていたという。
　町は、４月１日施行の「ふるさと応援寄附条例」の応
募第１号として受け取り、意思に沿って福祉センターの
設備充実に充てる予定。また、定額給付金に伴っての
寄付は留萌管内で初めて。
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第61回通常総会  苫前町農業協同組合新会長に白府義雄さん
苫前町老人クラブ連合会総会

　4月15日（水）午前10時30分から｢とままえ温泉ふわっ
と｣において、苫前町老人クラブ連合会（丹羽正己会長）
の平成21年度総会が開催された。
　総会には24名が出席し、丹羽会長があいさつを行った
ほか、来賓の森利男町長と工藤博朋社協会長代行が祝
辞を寄せた。
　事業計画には、町議会9月定例会の傍聴「知っとこう！
わが町のこと」や「ふれあいスポーツ大会」などを実施
することで決定した。
　また、本総会において役員改選が行われ、白府義雄会
長ら新役員が次のとおり選出された。(敬称略)

前田久義ご夫妻

ふわっとで開催された町老人クラブ連合会の総会

あ
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災害対策で協定書締結   町と大林道路
　4月16日（木）午前11時より役場大会議室におい
て、大林道路北海道支店（石川洋支店長）と「災害時
における応急対策業務に関する協定」を結んだ。
　この協定は、地震その他の自然災害によって苫前町
が管理する道路施設が被災した場合、同支店が求めに
応じて応急対策に係る業務を実施し、保有する資機材
を提供するなど被害の拡大防止と早期復旧を図るもの。
　手交式では、目的や実施体制の報告、出動、業務の
実態、防災訓練などの項目を確認の後、森町長と石川
支店長が協定書を交換した。
　建設関係との同協定の締結は、昨年12月の苫前建
設協会に次ぐものとなる。

　４月21日(火)午後から社団法人留萌管内さけ・ます増
殖事業協会（菅井好文会長理事）によるさけ・ますの稚
魚30万尾を苫前漁港に放流した。
　この事業は平成21年度さけ・ます人工ふ化放流計画
によるものであり、稚魚は昨年10月31日に天塩及び暑
寒別で採卵したもの。体長5.4㎝重さ1.12ｇ。通常河川
に放流するが、量が少ないことから苫前漁港内の生け
すで1日8㎏の餌を与えながら馴致（じゅんち）飼育し、
２週間後港内から外海へ放流する。　
　北海道における秋サケ来遊数は近年増加している
が、昨年は悪かった模様。急激な資源の回復は見込め
ないが、重要な事業と位置づけている。留萌管内の放
流量は3,610万尾。

さけ・ます放流

苫前町と大林道路北海道支店との手交式

　4月20日（月）今年度第１回の学社融合事業である種籾
まきが行われた。参加したのは苫前小学校、古丹別小学校
の５年生。花井秀昭さん（字岩見）と農協青年部の協力のも
と各学校の校舎前で「ななつぼし」の種籾をポットに丁寧に
入れていった。まだまだ肌寒い中、半袖半ズボンの児童もお
り、真剣に行っていた。
　昔は籾まきも手作業であったが今は機械でやる仕事との
こと。
　児童の中には「種籾を1粒でなくて2～3粒入れる事が分
かった。初めてのことで楽しかった」との感想も聞かれた。
まいた種籾は花井秀昭さんのハウスで管理してもらい、今
後の学社融合事業で5月下旬に田植えを行い、10月には稲
刈りをする予定となっている。

学社融合事業はじまる
第１回は種籾まき

苫前神社に御輿を寄贈　  横内 正さん

　4月22日(水)、苫前神社（関武宮司）に横内正さん
（字苫前）から新しい御輿(250万円相当)が寄贈さ
れた。本御輿の更新は37年ぶりで、7月の神社祭に
は威勢のいい若者達に担がれ、住民にお披露目され
る。
　横内さんは苫前で漁を営むようになって5代目で
あり、この百数十年、航海の安全や海の恵み、生活
の安定を与えてくれた苫前神社に感謝の意を示そう
と、傷みがひどかった御輿の寄贈を決めたもの。
　御輿は富山県の製作所に発注したケヤキづくり、
奥行き100㎝、高さ150㎝で祭りまで社殿に安置さ
れる。



苫　前　小　学　校

＜抱　負＞
苫前の子ども、地域

のために一生懸命がんばりたいと
思います。どうぞよろしくお願い
いたします。

因　 雅仁
教　諭
前任校
留萌市立沖見小学校

＜抱　負＞
明るく元気な子ども

たちから、毎日たっぷりエネルギー
をもらっています。そのエネルギー
を力に変え、苫前の教育に尽力し
たいと思います。

竹中 幸子
教　諭
前任校
留萌市立緑丘小学校

＜抱　負＞
初めての苫前町勤務

となります。地域・保護者・教職
員との【絆】を大切に苫前町の教
育に少しでも貢献したいと思って
おります。宜しくお願い致します。

前田 郁美
教　頭
前任校
小平町立鬼鹿小学校

＜抱　負＞
子ども達と一緒に元

気いっぱい生き生きと活動してい
きたいと思います。どうぞよろしく
お願い致します。

北川 真希
教　諭
（期限付）

＜抱　負＞
苫前町という土地

も、教職の勤務も、どちらも初め
てのことですが、精一杯努力致し
ます。よろしくお願い致します。

高橋 拓也
教　諭
（期限付）

＜抱　負＞
苫前町の地域と子ど

も達のために自分のできることを
精一杯やりたいと思います。どう
ぞよろしくお願い致します。

宇治橋 みどり
教　諭
前任校
増毛町立増毛小学校

＜抱　負＞
子どもたちに寄りそ

いながら、共に成長していきたい
と思います。どうぞよろしくお願い
いたします。

木下 祐子
養護教諭
前任校
天塩町立更岸小学校

古　丹　別　小　学　校

＜抱　負＞
できることから一歩

一歩あせらずじっくり行っていき
たいと思っています。よろしくお願
いします。

齊藤 美和
教　諭
前任校
留萌市立留萌小学校

＜抱　負＞
校歌にある「大きく

のびよ」「たゆまず励め」「元気な姿」
の児童の育成を目指し、古丹別小
学校全教職と共に頑張ります。宜
しくお願い致します。

岩村 直幸
校　長
前任校
留萌市立東光小学校

＜抱　負＞
苫前町の環境に少し

でも早く慣れ、子どもたちと充実
した学校生活が送れるように努力
したいと思います。

佐治 慎吾
教　諭
（産休代替）

＜抱　負＞
子供たちとしっかり

向き合い、ひとりひとりのよさを見
つけられるようにがんばります。

深井 幸恵
教　諭
前任校
留萌市立潮静小学校

＜抱　負＞
先生方と連携をとり

あい、古丹別小の子どもたちのた
めに精一杯頑張ります。

立花 　恵
教　諭
前任校
遠別町立遠別中学校
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苫　前　中　学　校

＜抱　負＞
子ども達と共に学び

を深め、成長していきたいと思っ
ています。色々なこととしっかり向
き合い頑張って行きますので、よ
ろしくお願い致します。

毛利 優花
教　諭
前任校
初山別村豊岬中学校

＜抱　負＞
生徒たちが、将来に

明るい希望をもって活動に取り組
めるよう、精一杯頑張ります。よ
ろしくお願いします。

伊東 賢吾
教　諭
前任校
初山別村豊岬中学校

＜抱　負＞
初めての苫前町勤務

です。「学社融合の町、苫前」で学校・
家庭・地域三位一体の教育を目指
し、頑張ります。

半澤 豊秀
校　長
前任校
小平町立鬼鹿中学校

＜抱　負＞
苫前町は自然が豊か

で、子供達ものびのびと成長して
いることと思います。逆に教えら
れることも多いと思いますが、日々
努力し精一杯がんばります。

阿部 浩士
教　諭
（期限付）
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古　丹　別　中　学　校

＜抱　負＞
早く苫前町に慣れ、

自分の持てる力を発揮していきた
いと思います。地域のみなさんよ
ろしくお願いします。

木藤 健史
教　頭
前任校
留萌市立留萌中学校

＜抱　負＞
平成１６年から３年

間、古丹別中学校で教頭として勤
務していました。その経験を生か
し、甘えることなく、子どもたちの
ために頑張ります。

長谷川 博
校　長
前任校
増毛町立増毛中学校

＜抱　負＞
微力ではあります

が、心新たに努力し頑張ります。
これから地域の皆様には、何かと
お世話になることと思います。よ
ろしくお願いします。

平山 由美
教　諭
前任校
留萌市立北光中学校

＜抱　負＞
１日も早くこの苫前

町に慣れ、学校、地域の一員とし
て教育に携われるよう、微力なが
ら頑張りたいと思いますので、よ
ろしくお願いします。

花岡 雅純
教　諭
前任校
天塩町立天塩中学校

苫前商業高等学校

＜抱　負＞
地域から信頼される

学校づくり、環境づくりに取り組
んでいきたいと思います。よろしく
お願いします。

菊池 智宏
教　頭
前任校
遠軽郁凌高等学校

＜抱　負＞
霧のまち釧路から、

風のまち苫前に赴任して参りまし
た西舘です。１日でも早く町に溶
け込めるよう一生懸命頑張ります。
よろしくお願い致します。

西舘 大輔
教　諭
前任校
釧路商業高等学校

＜抱　負＞
毎日、生徒から元気

をもらい、生徒に負けないくらい
地元の高校のために精一杯頑張り
ます。よろしくお願いします。

野村 香織
事務生（臨時）

＜抱　負＞
生徒のため、地域の

ために頑張ります。

佐々木 薫
実習助手
前任校
留萌高等学校

苫　前　町　役　場

＜抱　負＞
町民のみなさんから
信頼される保健師を
目指して、笑顔を大

切に頑張ります。

工藤 真歩
保健師

＜抱　負＞
ようやく生まれ育っ
た苫前町に戻ってく
ることができました。

苫前町の皆さんのお役に少しでも
立てるよう努力いたしますので、
よろしくお願いします。

大場 千聡
保健師

＜抱　負＞
地元である苫前町に
勤務することになり
ました。まだまだ未

熟ではありますが、我が町に誇りを
持ち、信頼ある職員になるよう努力
していきます。

西川 宏樹
新規採用
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四
月
二
十
五
日
（土）
、
苫
前
建
設
協

会
と
古
丹
別
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

（
青
木
幸
隆
会
長
）
が
古
丹
別
リ
バ
ー

サ
イ
ド
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
を

実
施
し
た
。

　

当
日
は
、
爽
や
か
に
晴
れ
上
が
っ
た

も
の
の
気
温
が
上
が
ら
ず
肌
寒
い
中
、

建
設
協
会
の
二
十
六
人
と
愛
好
会
員

十
一
人
の
合
計
三
十
七
人
が
、
傷
ん
だ

グ
リ
ー
ン
を
中
心
に
芝
の
張
り
替
え

な
ど
、
十
六
ホ
ー
ル
の
整
備
を
行
っ

た
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整
備
は
、
土
、
日
曜
日
の
二
日
間
を

予
定
し
て
い
た
が
、
愛
好
会
の
協
力
な

ど
人
数
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
土

曜
日
だ
け
で
作
業
を
終
了
し
た
。

地 
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会 
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業

　

四
月
二
十
九
日
（水）
に
萌
州
建
設
㈱

（
畑
中
修
平
社
長
・
留
萌
市
）
と
渓
遊

愛
好
会
（
二
本
柳
健
司
代
表
）
が
東
川

の
ア
ナ
ト
ロ
マ
沢
に
サ
ク
ラ
マ
ス
の
稚

魚
を
放
流
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
地
元
の
子
供
た
ち
に

渓
流
の
豊
か
さ
を
実
感
し
て
も
ら
お

う
と
、
古
丹
別
剣
道
少
年
団
の
小
中

学
生
と
父
母
な
ど
約
二
十
人
が
参
加

し
、
三
〜
四
㎝
に
育
っ
た
稚
魚
を
数
匹

ず
つ
紙
コ
ッ
プ
に
入
れ
、
大
き
く
育
つ

こ
と
を
願
い
な
が
ら
丁
寧
に
放
流
を

行
っ
た
。

　

同
社
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証

取
得
企
業
と
し
て
環
境
保
全
の
た
め

平
成
十
六
年
か
ら
「
サ
ク
ラ
マ
ス
発

眼
卵
埋
設
放
流
事
業
」
を
行
っ
て
お

り
、
昨
年
十
一
月
に
も
発
眼
卵
五
十
万

粒
を
放
流
し
て
い
る
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整
備

苫
前
建
設
協
会

サ
ク
ラ
マ
ス
の
稚
魚
放
流

萌
州
建
設
株
式
会
社

　

四
月
二
十
四
日
（金）
苫
前
小
学
校

（
八
谷
芳
博
校
長
、
児
童
八
十
七

名
）
、
二
十
七
日
（月）
古
丹
別
小
学
校

（
岩
村
直
幸
校
長
、
児
童
九
十
七
名
）

で
交
通
安
全
青
空
教
室
が
行
わ
れ
た
。

　

苫
前
小
学
校
で
は
グ
ラ
ン
ド
に
仮
の

道
路
（
交
差
点
）
を
設
置
し
、
羽
幌
自
動

車
学
校
の
協
力
を
得
て
、
自
動
車
の
死

角
実
験
や
一
時
標
識
の
あ
る
場
所
で
の

ダ
ミ
ー
実
験
（
一
時
停
止
標
識
を
無
視

し
て
交
差
点
に
入
っ
た
自
転
車
と
の
模

擬
事
故
実
演
）
な
ど
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
実
際
に
自
転
車
に
乗
り
、
交
差
点

で
の
右
折
方
法
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

ま
た
、
古
丹
別
小
学
校
で
は
グ
ラ

ン
ド
に
設
置
さ
れ
た
、
仮
の
道
路
で

交
差
点
の
渡
り
方
等
を
学
ん
だ
後
、

渡
部
工
業
㈱
の
協
力
に
よ
る
大
型
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グリーンの芝を張り替える建設協会の皆さん

サクラマスの稚魚を放流するこどもたち
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北留萌消防組合消防署
〃

　4月20日(月)10時から、北留萌消防組合消防署古丹別支署の街
頭パレードが行われた。
　パレードには、古丹別保育所の幼年消防クラブ34人や農協婦
人防火クラブ、危険物安全協会のメンバーが参加し、消防支署
から公民館までの市街地を行進し、火災予防をアピールした。
　夕方からは、保育所前とＡコープ前で消防職員、婦人防火ク
ラブ員らが街頭PRを行い、防火の呼びかけを行った。
　なお、苫前地区の防火パレードは、雨のため中止となった。

1６４-２３２１
1６５-４１１９

苫 前 支 署
古丹別支署

新日本海地域交流センター（とままえ温泉ふわっと）の
指定管理者を公募します

　町が管理する施設において、民間の能力を活用し、住民サービスの向上と経費削減を目指すため、平成１８年
４月から指定管理者制度を導入しており、町の出資法人や公共団体等に限らず、民間事業者も議会の議決を経て、
指定管理者となることができます。
　平成２１年７月からの協定に向け、次のとおり指定管理者を公募します。
　　◆公募期間　５月１日～６月１０日
　　◆公募を行う施設及び担当係
　　　○新日本海地域交流センター（企画振興課商工観光係）　Tel．0164-64-2212
　　◆公募説明会　５月１８日（月）１４時～
　　　　　　　　　新日本海地域交流センター（とままえ温泉ふわっと）
　なお、公募要項等は、苫前町ホームページで公表するほか、公募関係書類は役場企画振興課商工観光係並びに
古丹別支所で配布します。詳細は担当係までお問い合わせください。

風力発電の売電状況
（ 町営風来望３基分 ）

５月 町税の納期

今月は、

固定資産税
の納入月です。

納期内納入にご協力願います。

21年度の実績　9,811,516円
  　　（H21.3～H21.4） 

　平成21年4月分の実績
  ・供給電力量　270,560kWh 
 　　　　　    　 3,394,851円
  （昨年実績　  2,155,158円）

春の火災予防運動
「防火パレード」実施

住宅用火災警報機
6月1日より設置義務化

古丹別市街地を行進して火の用心を呼びかけ

火災から自分の身を守るためにも
住宅用火災警報器を設置しましょう。

設置場所は就寝に使用している部屋です。
２階に寝室がある場合は、階段にも設置
が必要です。

購入の際には、NSマークの付いた
住宅用火災警報器をお勧め致します。

義務化に伴い悪質な訪問販売の被害が
多発していますので注意して下さい。

ご不明な点がありましたら
消防までご連絡下さい




